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1 排出削減事業者の情報 
排出削減事業者 
会社名 杉橋興産株式会社  

排出削減事業を実施する事業所  
事業所名 今津サンブリッジホテル 

住所 滋賀県高島市今津町今津 1689-2 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 
排出削減事業共同実施者名 関西電力株式会社 

 

 

2 排出削減活動の概要 
2.1 排出削減事業の名称 

今津サンブリッジホテル 高効率空冷ヒートポンプ・業務用エコキュート・ＬＥＤ照明への更新プロ

ジェクト 

 
 

2.2 排出削減事業の目的 

本事業は、今津サンブリッジホテルにおける以下の３種類の方法を用いて省エネを図るものである。 
① 給湯設備の熱源機器を A 重油ボイラ 2 台から自然冷媒ヒートポンプ 5 台（内 1 台は循環ロス用）

に更新 
② 空調設備を A 重油吸収式冷温水発生機（2 台）から空冷式ヒートポンプ（5 台）へ更新 
③ ホテル内の誘導灯、廊下部ダウンライトおよびエレベータホール部ダウンライトを LED 照明に更

新 
 
 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
既設の A 重油焚き温水ボイラを高効率自然冷媒式ヒートポンプへ更新することでエネルギー消費量

を削減し、CO2 排出量を削減する。さらに、ボイラ燃料である A 重油の使用に対し、電気を動力源と

するヒートポンプに切り替えることにより、CO2 排出量を削減する。 
 
【空調設備の更新】 
既存の A 重油吸収式冷温水発生機を空冷式ヒートポンプへ更新しエネルギー効率を改善することで

エネルギー消費量を削減し、CO2 排出量を削減する。さらに、電気は A 重油よりも単位発熱量当たり

の炭素含有量が少ないため、空調設備の燃料を電気に転換することにより、CO2 排出量を削減する。 
また、A 重油吸収式冷温水発生機の付帯設備である冷却水ポンプ・冷却塔ファンが必要なくなり、

冷温水発生機本体において使用されていた電力とともにエネルギーの削減が図れ、CO2 排出量が削減

する。 
 
 

【照明設備の更新】 
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当社が所有する今津サンブリッジホテルにおいて、誘導灯（B1F～9F,11F）および廊下部・エレベ

ータホール部（5F～9F）のダウンライトを LED 照明に更新することによって、CO2 排出量を削減す

る。 
 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 
□いいえ 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 
■はい 
□いいえ 

 
 

2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

変更なし。 
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3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

2009 年 11 月 17 日 
 

3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 
2009 年 11 月 17 日 ～2011 年 1 月 31 日 

 
 
4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号 方法論名称 
002 ヒートポンプの導入による熱源機器の更新 

004 空調設備の更新 

006 照明設備の更新 

 
 

4.2 活動量 

4.2.1 活動量・原単位 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
活動量・原単位は採用しない。 

 
【空調設備の更新】 

   活動量・原単位は採用しない。 
 
  【照明設備の更新】 

対象 活動量 原単位 
事業実施前電力使用量 ベースラインエネルギー 

使用量 
営業時間 

事業実施前営業時間 
 
 

4.2.2 活動量の採用根拠 

    【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
活動量・原単位は採用しない。 

 
    【空調設備の更新】 

活動量・原単位は採用しない。 
 
    【照明設備の更新】 

排出削減事業の対象設備である照明機器は、誘導灯・ダウンライトともに営業時間の間消え
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ることなく点灯している。よって、その稼動に影響する要因としては営業時間との相関が有為

である。 
したがって、電力使用量もまた、営業時間に比例すると理解される。 
 
 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
本事業のバウンダリーは、今津サンブリッジホテルのボイラ、燃料供給設備及びヒ－トポンプ

とそこから給湯を行う設備である。 
 
 【空調設備の更新】 
  本事業のバウンダリーは、今津サンブリッジホテルの A 重油吸収式冷温水発生機とその付帯設

備（冷却水ポンプ・冷却塔ファン）、及びヒートポンプ設備とそこから空調を行う設備である。 
 
 【照明設備の更新】 

このプロジェクトの範囲は、更新対象の照明設備である。対象設備については、「2.6 排出削減

事業に関わる設備」に示す。 
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5 モニタリング対象指標 
【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 

項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法に変更

ある場合、）変更理由

ELPj-1 

ELPj-1

事業実施後電力使用量 kWh 【no.1～no.4】

155,868

【no.5】

20,077

電力モニタにて計測  

εPj-1 

εPj-2

更新後のヒートポンプ

COP 
% 【no.1～no.4】

409

【no.5】

250

メーカー資料の値  

εBL 更新前のボイラ効率 % 82.0

(高位発熱量)

メーカー資料の値  

CFfuel A 重油の単位発熱量あ

たりの炭素排出係数 
tC/GJ 0.0189 国内クレジット制度のデフォル

ト値 

 

CFelectricity 購入電力の炭素排出係

数 
tC/万

kWh 
0.862 国内クレジット制度の全電源炭

素排出係数 

 

 

 
 
 
 
 
 

【空調設備の更新】 
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項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法に変更

ある場合、）変更理由

ELPj-c 

ELPj-w

事業実施後ヒートポン

プの電力使用量 

kWh 【冷房時】

116,236

【暖房時】

182,392

電力モニタにて計測  

RBL-1-1 

RBL-1-2 

RBL-1-3

事業実施前の補機の電

力負荷 

kW 【冷温水発生機

本体】

14.5

【冷却水ポンプ】

22.0

【冷却塔ファン】

7.5

メーカー資料の値を利用  

TPj-ca

TPj-cb

TPj-wb

事業実施後の冷房時間

及び、冷房暖房全負荷相

当時間 

hr 【冷房時間】

3,813

【冷房全負荷相

当時間】

1,139

【暖房全負荷相

当時間】

1,137

【冷房時間】 
冷暖房切り替え時に切り替え状

況を記録 
【冷房及び暖房全負荷相当時間】

冷暖房切り替え時に切り替え状

況を記録し、運転状況を把握し、

冷房・暖房の負荷およびピーク負

荷より算出 

 

CFfuel,BL A 重油の単位発熱量あ

たりの炭素排出係数 
tC/GJ 0.0189 国内クレジット制度のデフォル

ト値 

 

CFelectricity 購入電力の炭素排出係

数 
tC/万 kW

ｈ 
0.862 国内クレジット制度の全電源炭

素排出係数 

 

 



【照明設備の更新】  

項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法に変更

ある場合、）変更理由

RBL-2-1 

RBL-2-2

事業実施前の電力使用量

の原単位 

kW 誘導灯 

2.402
ダウンライト

2.812

メーカー資料の値をもとに算出  

RPj-1 

RPj-2

事業実施後の電力使用量

の原単位 

kW 誘導灯 

0.309
ダウンライト

0.702

メーカー資料の値をもとに算出  

TPj-1 

TPj-2

事業実施後の活動量 

（営業時間） 
h 誘導灯 

10,584
ダウンライト

10,584

営業時間から推定  

ELPj-1 

ELPj-2

事業実施後の電力使用

量 
kWh 誘導灯 

3,270
ダウンライト

7,429
合計 10,699

メーカー資料の値をもとに算出  

CFelectricity 購入電力の炭素排出係

数 
0.862tC/万 kW

ｈ 
国内クレジット制度の全電源炭

素排出係数 
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6 モニタリング体制 
 

6.2 モニタリング対象指標の QA/QC 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
  データの種類 QA/QC 手順 
活動量 
事業実施後電力使用量 • 電力モニタにて計測された数値を電子媒体に記録・保存する。 

• 記録・保存に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 
更新後のヒートポンプ COP • メーカー資料の値を確認し、資料を保管する。 

• 確認・資料の保管に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

単位発熱量 
  

排出係数 
A 重油の単位発熱量あたりの炭素排

出係数 
• 国内クレジット制度のデフォルト値に変更がないか、確認する。変更があった場合、

変更後の炭素排出係数を記録する。 

• 確認および変更時の記録は、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

電力の炭素排出係数 • 国内クレジット制度の全電源炭素排出係数に変更がないか、確認する。変更があっ

た場合、変更後の炭素排出係数を記録する。 

• 確認および変更時の記録は、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

【空調設備の更新】 
  データの種類 QA/QC 手順 
活動量 
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事業実施後電力使用量 • 電力モニタにて計測された数値を電子媒体に記録・保存する。 
• 記録・保存に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

事業実施前の補機の電力負荷 • メーカー資料の値を確認し、資料を保管する。 

• 確認・資料の保管に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

事業実施後の冷房・暖房時間 • 冷房暖房の切り替え時に紙媒体に切り替え状況を記録する。 

• 記録・保管に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

単位発熱量 
  

排出係数 
A 重油の単位発熱量あたりの炭素排

出係数 
• 国内クレジット制度のデフォルト値に変更がないか、確認する。変更があった場合、

変更後の炭素排出係数を記録する。 

• 確認および変更時の記録は、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

電力の炭素排出係数 • 国内クレジット制度の全電源炭素排出係数に変更がないか、確認する。変更があっ

た場合、変更後の炭素排出係数を記録する。 

• 確認および変更時の記録は、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

 
【照明設備の更新】 
  データの種類 QA/QC 手順 
活動量 
事業実施後の電力使用量の原単位 • メーカー資料の値を確認・保管する。 

• 確認および資料の保管に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。

事業実施後の年間活動量 

（営業時間） 

• 営業時間は、基本的には年中無休 24 時間営業である。営業休止日が発生した時およ

び停電が起こった時のみその日付時間を紙媒体に記録する。 

10 
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• 記録・保管に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

事業実施後の電力使用量 • 事業実施後の電力使用量の原単位及び事業実施後の年間活動量より算出する。 

• 算出に関しては、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 

  

電力の炭素排出係数 • 国内クレジット制度の全電源炭素排出係数に変更がないか、確認する。変更があっ

た場合、変更後の炭素排出係数を記録する。 

• 確認および変更時の記録は、今津サンブリッジホテルの管理部において行う。 



 
7 排出削減量の計算 
 

7.2 事業実施後排出量 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 

175,945kWh  0.0000862 tC/kWh 55.6 t-CO2 
    

EMPJ 55.6t-CO2 
 
【空調設備の更新】 

単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 
298,628kWh  0.0000862 tC/kWh 94.4 t-CO2 
    

EMPJ 94.4t-CO2 
 
【照明設備の更新】 

単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 
10,699kWh  0.0000862 tC/kWh 3.4 t-CO2 
    

EMPJ 3.4t-CO2 
 

7.3 ベースライン排出量 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 

77.2kl 39.1GJ/kl 0.0189tC/GJ 209.2 t-CO2 
    

EMBL 209.2 t-CO2 
 
【空調設備の更新】 
活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
138.66kl 
 

39.1GJ/kl 0.0189tC/GJ 375.7 t-CO2 

125,430kWh  0.0000862 tC/kWh 39.6 t-CO2 
【補機】 

EMBL 415.3 t-CO2 
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【照明設備の更新】 

単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 
55,184 kWh  0.0000862 tC/kWh 17.4 t-CO2 
    

EMBL 17.4 t-CO2 
 

7.4 リーケージ排出量 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 

なし   0 t-CO2 
    

LE 0 t-CO2 
 
【空調設備の更新】 

単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 
なし   0 t-CO2 
    

LE 0 t-CO2 
 
【照明設備の更新】 

単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 活動量 
なし   0 t-CO2 
    

LE 0 t-CO2 
 
 
 

7.5 温室効果ガス排出削減量 

【ヒートポンプ導入による熱源機器の更新】 
項目 記号  

ベースライン排出量    (7.2) EMBL 209.2 t-CO2
事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 55.6 t-CO2
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 t-CO2

温室効果ガス排出削減量  ER 153t-CO2
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【空調設備の更新】 
項目 記号  

ベースライン排出量    (7.2) EMBL 415.3 t-CO2
事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 94.4 t-CO2
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 t-CO2

温室効果ガス排出削減量  ER 320t-CO2
 
【照明設備の更新】 

項目 記号  
ベースライン排出量    (7.2) EMBL 17.4t-CO2
事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 3.4t-CO2
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 t-CO2

温室効果ガス排出削減量  ER 14t-CO2
 
【合計】 

項目 記号  
ベースライン排出量    (7.2) EMBL 641.9t-CO2
事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 153.4t-CO2
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 t-CO2

温室効果ガス排出削減量  ER 487t-CO2
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8 省エネルギー量 
原油換算（kl） 

ベースラ

イン（①） 実績（②） 
ベースライン

－実績 
（①－②） 

264.3 124.8 139.5 

 
 

9  再生可能エネルギー利用量 

   

 エネルギー使用量 熱量換算（GJ） 原油換算(kl)  
単位 （実績） （実績） （実績） 
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